
こ れから 教職員になる方に向けてメ ッ セージをお願いし ます。

　 教員になっ たと きは独身で、 その後結婚し 家族も 増えまし た。 独身の時は、 仕事の後

にフ ッ ト サルをし たり 、 仲間と 練習後に食事に行っ たり と いう 生活を楽し んでいまし た。

家族が増えてから は、 家族と の時間が活力になっ ています。 それぞれのラ イフ ステージ

に応じ て余暇の楽し み方も 変化し ていきますが、 常に人と 関わる職種ですので、 それら

の経験すべてが何ら かの形で仕事にも 活かし ていけると 感じ ています。 それがまた仕事

への楽し みにもなっていく と 思います。

仲間の先生方に向けても メ ッ セージをお願いし ます。

　 私たちの仕事は、 常に多く の方と 接し ていて、 生徒や保護者、 地域の方々、 そし て一

緒に働く 同僚の先生方と も 密にコ ミ ュ ニケーショ ンを取り ながら 仕事をする必要があり

ます。 人と 接する仕事だから こ そ、 私たち自身の心身の状態も すごく 大切になっ てく る

と 思います。 より 良い仕事のためにも、それぞれの形で休日にリ ラッ クス＆リ フレッ シュ

できたら いいなと 考えます。 仕事場と の切り 替えができる時間が明日への活力になると

思います。

その取り 組みはどのく ら いの頻度で実施

し ていますか。 また、 どのく ら いの期間

継続し ていますか。

　 私自身が子ども のこ ろから 祖父母の農作業の

手伝いをし ていまし たが、 県外の大学への進学

から 就職後の数年間は手伝う 機会も 減っ ていま

し た。 十数年前に地元に帰るこ と ができてから

は、 毎年行っています。

その取り 組みを はじ めたき っ かけを 教え

てく ださ い。

　 祖父母、 両親のそばで生活する中で、 農作業

を家族と と も にみんなで行う こ と は自然なこ と

でし た。 季節ごと の作業は祖父や両親、 子ども

と と も に行う 家族のイ ベント の一つになっ てい

ます。

その取り 組みにまつわる エピ ソ ード を で

き るだけ詳し く 教えてく ださ い。

　 我が家の子ども たちは、 幼いこ ろは田んぼで

遊んでいるだけでし たが、 こ こ 最近は戦力と し

て率先し て動いてく れるよう になり 頼も し さ を

感じ つつそんな姿がと ても 嬉し いです。 家族と

と も に初夏に稲の成長を見守る時間、 夏の夕涼

みに田んぼの見回り をする時間、 実り の秋に少

し ずつ実が膨ら み色づく 様子を見守る時間がと

ても 穏やかで大好きな時間です。 リ フ レッ シュ

にもなり ます。 稲の成長を見守り ながら、 私自身、

日々の生活を振り 返り 明日につなげていく 大切

な時間になっています。

あなたにと っ て、 その取り 組みはどんな

時間で すか？　 ま た、 そ の時間があ な

たの人生に変化やプラ スになっ たこ と が

あっ たら 教えてく ださ い。  

　 稲の成長は、 子ども の成長と 重なる部分も 多

く あり ます。 種をまき肥料と 水を与え、 ゆっ く

り じ っ く り 、 そし て少し ずつ力強く 成長し てい

く 姿は、 私自身の子育てにも、 仕事で生徒と 向

き合う と きにも、 どこ か重なる部分があり ます。

すぐ に成果だけを求めずに、 先を見据えて今大

切なこ と を丁寧に行っ ていく こ と の大切さ への

気づきは、 家庭でも 仕事でも と ても 活かさ れて

います。

仕事と の両立で心掛けているこ と はあり

ますか？　 特に仕事以外の時間を どのよ

う に作っ ていますか。 また、 その時間を

作るコ ツや工夫し ているこ と を 教えてく

ださ い。

　 プラ イ ベート の時間を確保するこ と と 同時に、

仕事と 真剣に向き合い妥協し ないこ と も と ても

大切にし ています。 どちら も 充実し たも のにし

ていく ためには、 コ ミ ュ ニケーショ ンが大切だ

と 感じ ています。 職場で同僚と のコ ミ ュ ニケー

ショ ンも 意識的に行っ ておく こ と で、 仕事の効

率アッ プにつながり 、 部活動などで休日の出勤

が必要なと き でも、 互いに助け合いながら 家族

と の時間を確保できています。

今後、 仕事以外で挑戦し たいこ と 、 勉強

し てみたいこ と 、 やっ てみたいこ と 、 目

標などがあり まし たら 教えてく ださ い。

　 仕事以外の時間は子育てに多く の時間を費や

し てきていまし たが、 子ども も 少し ずつ自立し

てきたので、 し ばら く 離れていた運動を再開す

るなど、 自分の時間も確保し ていきたいです。

H さ ん　 　 中学校・ 教諭・ 数学科・ 経験年数 2 1 年

　 両親や子ども と と も に、 田畑に囲まれ生活し ています。 実家の田畑は父が中心に管理

し ていますが、 私も 仕事の休みを 使い一緒に作業し ています。 春には田おこ し やモミ 撒

き などの田植えの準備から 始まり 、 そし て田植えから 稲刈り 、 精米まで親子三世代家族

総出でやっ ています。
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